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「重症度別に逆流性食道炎の治療を変えますか？ 

～医療経済評価の観点から～」 

 

摂津診療所 副院長 

竹内 利寿 先生 
 

逆流性食道炎の治療は酸分泌抑制薬が中心であり、とりわけ 10 年前に登場した P-

CAB が多くのパラダイムシフトを起こしてきた。本講演では自験例から、あらためて

PPI と P-CAB の酸分泌抑制力・粘膜治癒力を再考したい。また GERD 診療ガイドラ

インでは、軽症逆流性食道炎に対する初期治療として、PPI から開始するステップア

ップ治療と、P-CAB から開始するステップダウン治療が並列で示されている。軽症逆

流性食道炎に対する粘膜治癒効果が PPI と P-CAB で大差がないため並列となってい

るが、医療経済効果の視点からはステップアップ治療とステップダウン治療を比較す

るとどうなのか？加えて逆流性食道炎の治療には PPI・P-CAB の長期維持療法が必要

な場合が多いが、逆にどのような場合に薬剤を中止できるのか？これらの疑問点に対

しての見解も考えてみたい。 

 


